
追加問題「三角比と図形2」

1.　点 Oを中心とする半径 5の円の内部の点 Pを通る弦 ABについて，PA ¢ PB = 21であ

るとき，線分 OPの長さを求めよ．

2.　平行四辺形 ABCDの辺 ABの中点を Eとする．また，4BCDの重心を Gとし，直線

DGと辺 BCとの交点を Fとする．EF = 9のとき，線分 AGの長さを求めよ．

3.　平らな土地で地点 Aに立つ塔の高さを測るため，2つの地点 B，Cから角度を測定した

ところ，ÎABC = 75Ü，ÎACB = 45Üであり，地点 Bから塔の先端を見上げる角度は 60Üで

あった．B，C間の距離が 317
B

2 m (約 448.3m)とすると，塔の高さは 　　　 mである．

4. 　一辺の長さが 1 の正四面体 OABC の辺 BC 上に点 P をとり，線分 BP の長さを x と

する．

(1) 　三角形 OAPの面積を xで表せ．

(2) 　 Pが辺 BC上を動くとき三角形 OAPの面積の最小値を求めよ．


